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「高
たかま の は ら

天原 -厩
うまやどの

戸皇
み

子
こ

の神
かみばなし

話」

周防柳 著
（集英社）

　蘇
そ が の

我馬
うま

子
こ

から国史編さん
を命じられた厩戸皇子は、
言い伝えから神話を作り始
める。その過程で隠された
秘密を知ることになり……。

「ドライブインまほろば」

遠田潤子 著
（祥伝社）

　旧道沿いにあるドライブ
インで、謎の幼いきょうだ
いに同居を許した店主の比
奈子。大切なものを失った
彼らに救いは訪れるのか。

幼児向きの絵本の
読み聞かせ

日時／12月13日（木）、27日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

◦古鏡のひみつ　	 （新井悟）
◦光秀からの遺言　	（明智憲三郎）
◦古典歳時記　	 （吉

よし

海
かい

直人）
◦キリンの一撃　	（レオ・グラッセ）
◦大人の汁めしかけめし	（市瀬悦子）
◦君は玉音放送を聞いたか	（秋山久）
◦神田松之丞講談入門	（神田松之丞）
◦小説は君のためにある　	（藤谷治）
◦ことことこーこ　	（阿川佐和子）
◦ゆっくり十まで　	 （新井素子）
◦インド倶楽部の謎	（有栖川有栖）
◦緑の花と赤い芝生　	（伊藤朱里）
◦光の人　	 （今井彰）
◦大和維新　	 （植松三十里）

◦一緒にお墓に入ろう　	（江上剛）
◦ドアを開けたら　	 （大崎梢）
◦僕は金になる　	 （桂望実）
◦思い出が消えないうちに
　	 （川口俊和）
◦到達不能極　	 （斉藤詠一）
◦銀河食堂の夜　	 （さだまさし）
◦アンドロメダの猫　	（朱

しゅ

川
かわ

湊人）
◦噴煙姉妹　	 （名梁和泉）
◦大名絵師写楽　	 （野口卓）
◦影ぞ恋しき　	 （葉

は

室
むろ

麟
りん

）
◦ある男　	 （平野啓一郎）
◦愛なき世界　	 （三浦しをん）
◦星のなまえ　	 （高橋順子）

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
は

今
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
の
地
方
創
生
と

い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
、
自
治
体
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
、
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

旭
市
と
し
ま
し
て
は
少
子
化
対
策
と
し

て
、
子
育
て
支
援
を
重
点
的
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
出
産
祝
い
金
、

子
ど
も
医
療
費
の
高
校
生
な
ど
ま
で
の
費

用
助
成
、
第
３
子
の
給
食
費
や
保
育
料
な

ど
の
無
料
化
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
等
々
。

12
月
議
会
に
は
小
中
学
校
の
全
教
室
に
エ

ア
コ
ン
の
設
置
費
を
盛
り
込
ん
だ
、
補
正

予
算
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
は
定
住
促
進
奨

励
金
の
拡
大
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
、

出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
な
ど
婚
活
の
促

進
、
健
康
増
進
の
た
め
の
種
々
の
取
り
組

み
、
そ
し
て
今
旭
市
で
大
き
な
取
り
組
み

で
あ
り
ま
す
産
業
、
医
療
、
福
祉
の
連
携

に
よ
り
、
元
気
な
高
齢
者
と
子
育
て
世
代

が
定
住
で
き
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
何
と

い
っ
て
も
若
い
人
が
旭
市
に
魅
力
を
感
じ
、

住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
、

重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
魅
力
あ
る

企
業
や
商
業
施
設
の
誘
致
、
観
光
や
レ

ジ
ャ
ー
、
食
の
郷
旭
の
充
実
、
こ
れ
ら
を

実
践
し
多
方
面
に
わ
た
っ
て
発
信
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
う
れ
し
い

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
広
報
あ
さ
ひ
15

日
号
に
掲
載
し
て
い
る
「
毎
月
の
人
の
う

ご
き
」
で
、
人
口
が
４
人
増
え
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
出
生
も
53
人
、
転
入
が
転
出

よ
り
も
27
人
多
か
っ
た
と
あ
り
ま
し
た
。

一
時
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
人
口
減
少
に
、

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
こ
と
も
事
実
だ
と

思
い
ま
す
。
人
口
減
少
が
進
め
ば
地
方
交

付
税
の
減
少
、
消
費
経
済
の
落
ち
込
み
な

ど
、
多
く
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
市
民

み
ん
な
で
旭
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
外
へ

も
発
信
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
明
智 

忠
直

人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
社
会

第
一
一
〇
回

随 
筆
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